
議会広報広聴特別委員会次第  
 

令 和 ２年 １０月 １３日 （火 ）  

午 前 １０時 ００分 開 議  

第 ３・４委 員 会 室  

   

 

 

１  市 議 会 だより第 １７３号 校 正 会 議 について   

 

２  今 後 の議 会 報 告 会 について          

 （ １ ）流 山 市 議 会  議 会 報 告 会 実 施 要 綱 改 正 案 について  

 （２ ）次 回 以 降 の議 会 報 告 会 の開 催 方 法 等 について  

 

３  その他  
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流山市議会議会報告会実施要綱（改正案） 

 

（平成２２年３月２６日議会告示第１号） 

 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、流山市議会基本条例（平成２１年流山市条例第１０号）第１０条第２項の規定に基

づき、議会報告会（以下「報告会」という。）の実施について必要な事項を定めるものとする。 

（開催時期等） 

第２条 報告会は、同一年度内に１回以上開催する。ただし、特別の事情がある場合はこの限りでない。 

２ 報告会は、班体制で行うものとする。 

（報告会の内容） 

第３条 報告会の内容は、次に掲げる事項とする。 

（１） 定例会及び臨時会の概要報告 

（２） 市民との意見交換 

（３） その他議長が必要と認める事項 

（班の構成） 

第４条 報告会における班の構成は、流山市議会議員（以下「議員」という。）の所属委員会、所属会派、

期別等を基準として、議会広報広聴特別委員会（以下「広報委員会」という。）が定める。 

（編成等） 

第５条 班は、議員で構成し、原則４班編成とする。 

２ 班の構成人数は、広報委員会で協議する。 

３ 班に代表者１人を置く。 

４ 代表者は、それぞれの班において互選する。 

５ 班における議員の役割は、班の構成議員が協議して代表者が決定する。 

（開催内容等） 

第６条 報告会の日程、次第、会場及び報告事項については、広報委員会で協議して決定する。 

２ 広報委員会の委員長は、前項の規定により決定した内容を議長に報告するとともに、議長の了承を得

て、それぞれの班の代表者に伝達するものとする。 

（資料） 

第７条 報告会での配布資料は、必要に応じて班において準備するものとする。 

（記録） 

第８条 報告会の記録は、班の構成議員が行うものとする。 

２ 報告会の記録内容は、要点記録とすることができる。 

（報告書） 

第９条 各班の代表者は、報告会終了後において速やかに、広報委員会の委員長に報告書を提出するもの

とする。 

資料１ 
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２ 広報委員会の委員長は、各班から前項の報告書が提出されたときは、速やかに議長に対してその旨を

報告するものとする。 

３ 第１項の規定により提出のあった報告書の概要は、流山市議会ホームページに掲載するものとする。 

（委任） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、議長が別に定める。 

   附 則 

 この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

 この要綱は、令和２年〇月〇日から施行する。 

 

 



 

前回の委員会における議会報告会についての各会派等の意見 

 

 

会派名 班構成 開催地区 

自由民主党 

（中川委員） 

議会報告会を行う時期やテーマによる 

・地域課題であれば地区 

・予算決算であれば常任委員会 

テーマが地域課題であれば、 

地区を固定 

テーマが予算決算であれば、 

４地区持ち回り 

日本共産党 

（高橋委員） 
常任委員会 ４地区持ち回り 

公明党 

（岡委員） 
常任委員会 ４地区持ち回り 

市民クラブ 

（楠山委員） 
検討中 ４地区持ち回り 

新生令和 

（菅野委員） 
常任委員会 ４地区持ち回り 

大野委員 
５月は常任委員会、１１月は地区 

(逆も可) 

常任委員会の班の場合は、 

４地区持ち回り 

流政会 

（大塚副委員長） 
常任委員会 ４地区持ち回り 

阿部委員長 常任委員会 ４地区持ち回り 
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